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丁 「
初期リルケとJugendstil
西 村 明 人
マイニンゲンからベルリーンへ戻って来たあと， 19世紀も押詰った1899
年9月20日から10月14日までに，リルケは,後の『時祷集』(DasSｿ""de"-
a4c〃）の第一部となる詩群の草稿を書いている．この中の， 9月22日に成
立した一節には，次の様な詩句がある．
世紀の移りゆく，丁度その時を私は生きている．
一枚の大きなページをめくる，その風を感じる，
神と，おまえと私とが書き，
見知らぬ手に高々とめくられるページの風を(WA1,256)
勿論, 1900年という年に，あらゆる状況が一変した，という事はない'．
しかし， 19世紀から20世紀にかけての時代が，いわゆる「近代化」の過程
が成熟へ向う重要な一時期であり，数多くの分野において，大きな変化の
動きがあった事を看過することはできないのである．例えばE・ハイエク
(EdelgardHajek)は，この時期に「芸術の徹底的変化」があった事を
指摘している2．彼女は， この変化が瞬間的なものでなく， 「様々な様式傾
向を含む比較的長い過程」として進行している事に注意を促した後，当時
の芸術における包括的な様式運動であったユーゲントシュティール（以下
Jugendstilと表記）を，「この過程における確かに相当重要な段階」とし
て位置づけている． この「相当重要な段階」を，彼女がどう考えているか
は，別の箇所で， 「世紀の転換期の作家で， ある時期Jugendstilと関係
－22－
’
I
l
l
l
しなかったような者はいないであろう｣3と述べている事からも窺える．
そうするとここに,問題の時期を清新な感性でとらえたリルケとJugend-
stilの関係を考えてみる可能性もでてくる．すなわち，芸術間に連絡をつ
ける横軸としてJugendstilをとる事によって，従来軽視されがちな要素
をも拾いあげ， より広い包括的な視野を開く事はできないであろうか．
造形芸術上の概念を文学に転用した「文学的Jugendstil」という用語も
既に使用されてきているが，本稿は該当期のリルケの作品を実例にとって，
そこに必ずしもこの概念を吟味し確認しようとするものではない．それに
は，文芸学に完全な市民権を得ている訳ではないこの概念について， まだ
原理的な考察を重ねる事が必要である4． しかし，世紀の変わり目ごろの
リルケとこの様式運動を，幾つかの様相において比較する事はできる．ま
た，それによって両者の結びつきに光をあて，確かにこの時代を生きたリ
ルケを，時代との関連の中に活かす事もできるであろう．あるいは逆にこ
の様な視角から，作品に内在する発展の筋道もその明確な特色が照らし出
されるのではないだろうか．
若いリルケは1896年9月末に両親の元を離れ，狭陰なボヘミアの都プラ
ハを脱出して，詩人たるべくミュンヒェンヘ赴く． この地で初めてむかえ
た誕生日に，かれは次の様な詩を創った．
すると僕の魂は大きくなり，ついに粉々に
日常を打ち砕く． こんなにも驚くほど広がるのだ．
魂の朝焼けの突堤で
無限の最初の波が死ぬ. (WA1,125)
ここには何か限界を突き抜けた感じが窺えるが，事実かれにとってミュ
ンヒェンは，辺境の都市からヨーロッパへの突破口であった．つまり，当
時のミュンヒェンはドイツの精神的中心地の一つとして，ベルリーンやヴ
ィーンと並ぶほど活気のある町であったからである5．
当時，芸術の全領域において，国際的な様式上の革新運動が波及してい
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た． これは一つの統一像を結ぶ事のできるものであったが，ハイエクに倣
って，今これを,,Jugendstil"と定義する6.勿論，簡単に片づけたこの定
義は，造形芸術においてさえ全面的に認められているものではない．例え
ば，オーストリアの分離派様式， フランスのアール・ヌーヴォーなどと並
んで，国際的な様式運動を構成するドイツの部分として， この名称をもっ
と民族的に使う事もある7． また最も狭義には，応用芸術の， しかも工芸
品の様式に限定される場合も多い8． しかし，世紀の転換期に,Jugendstil
以外のいかなる潮流も存在しないかの様な，無内容な一般化を避けさえす
れば，比較的広く使う事も許されるであろう． むしろ， この様式運動の
「綱領上の眼目が国際性であった｣9事からも，煩墳な様式多元論によって
見通しがつけにくくなるよりも良いと言えるかも知れない'0．いずれにせ
J<,Jugendstilは比較的短命で，およそ1890年から1910年と考えられる．
しかし， ドイツでこの様な動きを最初に見せるミュンヒェングループの活
動が目立ち始めるのは，ようやく1895年頃からであろう''．例えば， この
グループの一人,H・オプリスト(HermannObrist)が，フィレンツェ
に開いた刺繍工房をミュンヒェンに移すのは1894年であり，同じくO・エ
ックマン (OttoEckmann)が，絵をやめて雑誌の装飾で活躍し始める
のも1895年頃からである．1897年には，オプリスト等を中心として，ミュ
ンヒェンに｢手工芸芸術共同工房」(VereinigteWerkstattenfiirKunst
imHandwerk)が設立される．従ってリルケは，ドイツにおけるこの
運動の誕生期に， この運動の誕生の地で新しい芸術の洗礼を受けた訳であ
る．導きとなったのは， 1897年5月に知りあった，当時36歳のルー・ザロ
メ (LouiseAndreasSalome)と，彼女の友人である芸術家達であった．
かれらは, ミュンヒェン郊外のヴォルフラーツハウゼンで，度々ルーを囲
んで集まっていたのである．
ここで,大体ミュンヒェン時代からパリ時代にかけてのリルケとJugend-
stilとの関係を考えてみる訳であるが，この場合ハイエクが入念に吟味
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している様に，どうしても多面的なアプローチを必要とする'2．そこで，
手順としては，詩人としての自己形成期にあるリルケとJugendstilの間
に， まず具体的な事実関係を確認する．ついで，実際に幾つかリルケの作
品をとりあげ，両者に共通するテーマ， さらに特徴的なモチーフや場面，
また形式面で簡単な比較を試みる事になるであろう．
まず， どうしても触れておかねばならない芸術家達としては， ミュンヒ
ェングループ,E・オルリーク(EmilOrlik),ヴァン・ ド・ヴェルド
(HenrivandeVelde),L・フォン・ホフマン(LudwigvonHofmann),
H・フォーゲラー(HeinrichVogeler)の名が挙がる．ミュンヒェング
ループと言えば， 1897年6月から10月末にかけて，ミュンヒェン水晶宮で
開催された「第7回国際芸術展」は，かれらが大いに活躍した舞台であっ
た13．丁度リルケがルーとめぐりあった直後であるが，かれはこの会場に
足繁く通い，若い芸術家達への共感を隠さず，手紙の形でかれらの芸術を
批評している(WA10,321-334).要約すると，応用芸術の復活，新しい
様式における「線」の回復が複製芸術に活を入れている事， さらにこの
「線」の価値を再評価させたのはイギリスと日本である事など，詩人の目
は, Jugendstil芸術の基本的特色を的確にとらえている．また, 1896年
ミュンヒェンで創刊された雑誌『ユーゲント』 (J"gv"のと『ジンプリツ
ィスムス」(SY""isw@"s)が，若い芸術家達に活躍の場を提供している事
も看過していない14.1890年代には，ヨーロッパ中で100以上の美術雑誌
が創刊されており,Jugendstilも，雑誌との深い結びつき抜きに語る事
はできないのである15．勿論周知の様に,Jugendstilの名は，リルケが挙
げた雑誌『ユーゲント」に由来している'6．
多分， この様な洞察力の背景には， リルケの1896年頃からの友人，かれ
に言わせれば「最も才能あるドイツ．ボヘミア系の芸術家」17,E・オル
リークの存在がある様に思われる． リルケの詩集『降臨節』初版(Adiﾉg"ｵ，
1897）のカバーや，リルケの蔵書票をデザインしたこの芸術家は， 日本芸
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術やイギリス，スコットランドの画家達を研究しており，やがてその技法
の実践応用によって, ｢Jugentstilの，前途ある若き代表者の一人｣'8にの
しあがる． 1890年頃には，フランスの日本熱がドイツにも波及し， 日本芸
術は一般に承認される様になるが，直接日本芸術を範とする芸術家の数は
少なかった．その点オルリークは例外で，実際に1900年2月から一年余り
日本に滞在し，本格的な木版画の勉強などもしているのである'9．身近に
かれのこの様な発展を見た事は， リルケのJugendstil理解に資するとこ
ろが大きかった， と推測して良いであろう．
オルリークとはミュンヒェンに来る直前に知り合ったのだが，勿論ミュ
ンヒェンでリルケが交わった芸術家達の中にも, Jugendstilの圏内には
いる者がいる．例えば,A・エンデル(AugustEndell).かれもミュン
ヒェングループの一人であるが， 「エルヴィラ写真工房」という無類の
Jugendstil建築20で有名なこの建築家の存在も考えてみるべきであろう．
つまり，かれはミュンヒェン郊外でのルーの集まりの常連であり2'， リル
ケのイタリア・ルネッサンス研究も，エンデルが持ちこんだ本で行なわれ
たのである22.さらに，エルヴイラ写真工房が着工されたのは，丁度リル
ケがミュンヒェンにいた1897年である事，また， この写真工房を切盛りし
ていた女流写真家姉妹のうち,M・N・ハゥットスティッカー(Mathilde
NoraGoudstikker)とリルケの間には手紙のやりとりもあり，詩人は彼
女に詩(WA12,1220f.)と一幕劇(WA8,813- 27)を捧げている事，
以上二点を考え合わせると， リルケとエンデルの間にかなり親しい芸術上
の意見の交換があって，それが詩人の新しい芸術に対する観方に何らかの
刺激を与えた， とみるのもあながち牽強付会と言えないであろう．
さらに， ミュンヒェンを去ったルーの後を追って， 1897年10月にリルケ
もベルリーンへ転居する． しかし， ここでもかれは新しい芸術の動きに敏
感である.例えば,『ベルリーンの新しい芸術』（〃e〃e"eK""s＃〃2BBγ""，
WA10,442-446)では，あるギャラリーの室内装飾の一部を担当したヴァ
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ン・ド･ヴェルドを中心にエッセーを進めている．展示された絵が簡単に触
れられているに過ぎないのを考えると，これは興味深い．なぜならば,この
ベルギー人は,Jugendstil史上とくに重要な人物として，それまでの｢花
模様様式」よりも構成的な傾向をドイツに仲介した理論家，工芸家，建築
家，室内装飾家であったからである23．リルケのヴエルドに対する賞賛は，
素材である「もの」に対する充分な理解，室内のあらゆるものを見事に包
括的に調和させる構成力，またそこに生ずる有機的な躍動などの点にある～
が，いずれも詩人自身の新しい芸術に対する理解抜きでは考えられない様
な賛辞である． また， ものに対する理解の賞賛という点では， 1899年7月
頃に書かれたエッセー『あるプラハの芸術家』（風〃〃αg召γ肋"S地γ,WA
10,469-475）にも同様の発言が見られる．勿論これは，オルリークの事で
ある．
この様にみると，芸術的関心という点で， リルケがJugendstil芸術に
親近性と共感を感じていた事が窺えるのではないだろうか．それは，ベル
リーンで親しむようになった画家と，実際一緒に仕事をした事にもあらわ
れている． 1899年，創刊当時からJugendstilの芸術家達が紙面を飾って
いた雑誌『パン』 (Rz")に，リルケの「少女たちの歌」 (Liederder
Madchen)13篇が掲載される24.その際この連作詩の最初と最後が,L･
フォン・ホフマン描く少女達によって飾られたのである. Jngendstil絵
画を代表するこの画家は， カンヴァスと額縁の自作彫刻が分ち難く結び合
った絵で知られているが25，逆にかれの絵にリルケが詩を付けた試みとし
て， 「絵に沿って」 (DieBilderentlang,WA6,621-628)と題する連作
詩や，ホフマンに対する心からの献辞を添えた小品「戯れ』 (""WA
5,375-386）がある事も記憶しておくべきであろう．
最後はフォーゲラーであるが,Jugendstilと言えば，雑誌『インゼル』
("seﾉ）のイラストレーターとして活躍する事になるかれとの関係に最も
注目すべきであろう. 1900年8月から10月にかけて，芸術家村ヴォルプス
I
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「ヴェーデで， フォーゲラーの仕事を目近に見，熱心に話し込んだ事もさる
事ながら，逗留先のフォーゲラーの家は， リルケに大きな感化を与えた事
であろう．かつて， ミュンヒェンという「環境」と創造者に対するその影
響力とを，詩人が力を入れて語った(WA10,329)事を思い出さねばなら
ない． 「バルケンホーフ」 と呼ばれたこのJugendstil仕立ての農家は，
「どの石も，どの椅子も，かれ〔フォーゲラー〕によってデザインされ構
想されていた｣26のである．周知の様に,フオーゲラーを論じたエツセーニ
篇を，後にリルケは書く． Jugendstilと強く結びついた雑誌『ドイツの
芸術と装飾』(Dez"sc"g肋"sオ〃"aDg"0γα伽"）掲載の『ハインリッヒ・
フォーゲラー』 （脇伽沈〃Vひ邸彪γ） と，評伝『ヴォルプスヴェーデ』
(Wりゆsz""g)中のフォーゲラーの章である．前者のエッセーには，フォー
ゲラーが雑誌『インゼル』のグループに加わり，それによってJugendstil
の大立物A・ビアズリー(AubreyBeardsley)の知遇も得た事を，かれ
の芸術上の発展の一転機として指摘している件り (WA10,569)もある．
この二篇は,ヴェスターヴェーデで1902年に書かれているが,それに先立つ
ヴォルプスヴェーデ時代にも， 「フォーゲラーの絵に添えて」(Begleitung
zuBildernHeinrichVogelersl-IV,WA6,707-711)f',「フオーケラ
ーの二枚の絵に寄せて」 (ZuzweiBlatternvonHeinrichVogeler,W
A6,699f.)といったかれの絵に基づく詩を創っている事も付け加えておく．
勿論，時代の傾向に対する鋭敏な感受性，新しい運動の担い手達との個
人的接触の事実は， リルケとJugendstilの芸術家達の芸術的営為そのも
のの対応関係を直接証明するものではない． しかし，その下地を用意する
ものとしては充分評価できると考える．従って，以下その様な下地を念頭
におくという事が，論を進める前提となる．
当時は全ヨーロッパに産業革命が波及し，加速度的に近代化が進んだ時
代である． ドイツでも1850年頃から急速に生活が産業化，技術化，科学化
されてゆく27.例えば， リルケがミユンヒエンで見た展覧会の会場「水晶
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?宮」は，新しい建築素材である鉄と硝子でできた建造物であったが， これ
も「新しい産業社会の栄光」の一表現と考えられるであろう28.従って，
この大きな変貌の過程にあって，敏感な芸術家達が，いわゆる根源的な生
の全体性が奪われていくと考えても不思議はない． リルケについて言えば，
『形象詩集』 (DzzsB"c"deγ劇"gγ）の「アシャンティの女達」(Die
Aschanti,WA1,394f.)という詩にもその様な怖れがあらわれている．
異郷の国々の幻想はない，
衣裳をずり落としながら踊る，
褐色の女たちの感情もない．
褐色の女達は，英領ギニア黄金海岸から連れて来られて，パリの動物園
で白人相手に踊りを見せている． ヨーロッパ文明から隔絶された，元来無
垢な存在であるはずの彼女らですら，大都会の中で，その根源的生命力を
失い， 「供笑に広がるロと， 白人の虚栄との奇妙な了解」があるばかりに
なってしまう． しかも，それだけで独立の節となっている一行「私はそれ
を見るのがひどく不安であった」は，その原因である脅かす力が詩人にも
及んでいる事を示している．いや， この一行を軸に，褐色の女達は詩人自
身の内的な怖れを視覚化するものになっていると言えよう.いずれにせよ，
この様な脅威と脅威を及ぼす近代世界に対して，過去の様式の過剰な氾濫
に埋没した芸術を刷新しようとする若い世代は，軽蔑と怖れという分裂し
た感情を持った訳である．かれらは自分達の内部に,また取り巻く環境に，
この様な様々な分裂を見る29.そしてこの危機的状況下にあって，かれら
が芸術家として出した答えの一つが， 自分達自身の「創造の世界あるいは
飛び地への亡命｣30である．この世界でならば，芸術家として機能し得る
と考えたのである． こういう訳で，現実からの疎外を象徴するテーマ群，
K・ウェッブ(KarlEugeneWebb)の言う「島あるいは新しき楽園の
テーマ群｣31がJugendstil芸術に広く展開される．「産業社会の只中で，
Jugendstilは楽園を望んだ．階級の無い社会より,むしろ無垢なる社会｣32
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を望んだのである．隔離された,Jugendstilの「私的世界｣33は，審美的
な傾向をもった，主観的なものであるが，例えばホフマンやビアズリー，
フォーゲラーといったJugendstilの画家達によって，月下の庭園風景や
中世の城， メルヒェンや聖書の世界の中で，好んで描かれている．純潔の
月，人工の庭園，群生する花，神秘的な池， 白烏一リルケの初期の詩群
の中で，やはり出会うのがこの様な世界である．
白い孤独の中の白い城．
白く光る広間に戦懐がそっと忍び歩く．
死の病いを病んで蔓は石の壁にしがみつく．
そして世界へと伸びる道は,全て雪に降り込められている.(WA1,111)
雪によって閉ざされた石造りの城は，内部に病いと恐怖を孕みつつ，純
粋に隔絶された空間となっている． この様な内閉的な傾向は34,その他の
リルケの初期の詩にも散見されるが，ちなみにこの隔絶した世界の標識と
しては， ウエツブが挙げている次の四つの特性が参考になるであろう35.
1．防御的な夢の様な性質， 2．独立した特異な時間秩序， 3． コミュニケ
ーションの特別な形式である沈黙， 4．聖別された神聖な雰囲気，である．
詳論する余裕もないので，現実疎外のテーマと並ぶ, Jugendstil芸術
のもう一つの重要なテーマに触れておかねばならない．二元論的分裂のテ
ーマである． 「世界の存在基盤としての二つの対立する原理（精神と生）
という原初からの観念が，世紀の変わり目を支配している｣36とハイエク
は述べているが，事実Jugendstil誕生の時は，合理的には理解できぬ対
立で一杯の両面価値的な時代であった． 「人々は超人を愛し， また人間に
も惇る者を愛した．健康と太陽が崇拝され， また胸を病んだあえかな少女
が崇められた｣37のである．「世紀末」の声が高いかと思うと， 「誕生｣38を
言う者もいる． 勿論, Jugendstilという言葉は「誕生」と同じ部類の喚
起力を持っているが， この「楕円的様式｣39に末期的衰退的感情が浸透し
ている事も紛れのない事実である．つまりデカダンスと生命力崇拝は，
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I｢Jugendstil内部での生命感情の二つのヴァリエーション｣40なのである．
しかし， この様な二元論的分裂のヴァリエーションの中でも， リルケと
の関係でひときわ興味深いものは，題材としてのfemmeenfantと
femmefatale,つまり子供の様に無垢な女と命取りになる様な破滅的な
女に対するJugendstilの好みに現われている41.つまり，無垢と激情，
または禁欲と根源的衝動という対立である．従って, Jugendstilの芸術
には「唯美主義と禁欲主義，華麗さと抑圧との間の緊張がまざまざとうか
がえる｣42が，リルケが好んで取り挙げた過渡期の少女の詩にも， この両
極的対立と総合への努力， それ故ある種の緊張が見える様に思える． 「ぼ
くは沢山語ることができる様な気がする，小さな街の多勢の少女達のこと
を」 (WA6,646f.)と歌われている様に，リルケは少女の事を良く知った，
少くとも自分自身が一体化できる明確な少女像をもった詩人であった．一
つには，女の子の様に育てられた幼児期の心理的な痕跡もあるだろうが，
リルケがヴォルプスヴェーデで知り合った二人の少女，パウラ・ベッカー
(PaulaBecker)とクララ・ヴェストフ(ClaraWesthoff)の存在も見
逃す事はできない．当時のかれの日記に，彼女らは「少女らよ'孤独を言
葉で表わすすべをお前達から学ぶ者， それが詩人だ｣43と歌われ，また別
の一節では， 「半ばは知る者，つまり画家，半ばは無意識な者， つまり少
女｣44と評されている．
そこで次に， この少女というテーマで，どの様に対立と緊張， またその
総合の試みがあらわれているか，主にウェッブに拠りつつ45，見てみよう．
まず， 「少女たちの歌」の一篇(WA1,178)では，「いつも塔の奥に住ん
で」いる少女が次の様に歌いだす．
お母さんたちが話していたあの時は
私たちの寝室にまだ訪れたことはない．
ここは全てが順調で，あくまで澄んでいた．
彼女らは，庭に立つ度に母の言う「風」が立つか， と身を顔わせながら
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?待つ． 「けれど，私たちをたわめるような風はどこにも立つ様子はない.」
つまりこの詩では，風の立つ時，すなわち成熟の時はまだ少女達の寝室に
は侵入していない．風はあくまで予感に過ぎず，少女達は完全に無垢で未
経験な段階にある．
それに対して， 「少女たちのマリアへの祈り」 (GebetederMadchen
zurMaria)の一節(WA1,190)では，祈りの後で少女は「身体が段々
火照り｣，官能は目覚める．奥底の衝動が少女を圧倒し始め，怖れが芽生
えたのである．そして，聖母に苦痛を要求する最後の部分では，一種の欲
求不満が頂点に達する．
私は白い絹衣を引き裂く，
すると怖じけていた夢が一度に叫びます．
ああ，貴女の苦しみで私を苦しめて下さい
ところが「堅信礼を受ける少女たち｣(DieKonfirmanden,WA1,387f.)
という詩は，子供から大人になる象徴的な儀式である堅信礼をとらえてい
る． 「白い紗をかずき，堅信礼を受ける少女たち」は，過去と未来が微妙
に静止する瞬間を前にしているのである．
さあ本当にやって来る！ 今始まったのは
次に打つ時を待つ，休止の時ではないか？
純潔の白衣に身を包み， 「厳粛な目に見守られて,」彼女らは教会までの
道を列を作って進む，やがて教会の中で，儀式が始まる．
しんと静まり返ると，賛美歌が始まった．
雲のように，歌は弩窪にたちのぼり，
やがて明るくなって降りてきた．そして
雨足よりも穏やかに
白衣の少女らに注いだ．
風に揺れる様に，纒われた白衣は起き伏し，
ひだのところに灰かな色を帯び，
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ひそかな花を隠しもつかに見えた－
灰かに色を帯び始めたこの「ひだ｣， また， この後で歌われる昼の戸外
の目も彩な色彩や郊外の庭から風に乗ってくる花の香などは，無垢な白衣
と対照的に，官能の目覚めの到来を暗示している．ちなみにこの「ひだ」
は，水の模様などと並んで, Jugendstil絵画に好まれたモチーフで，力
動的な線を使い生命力豊かに表現される46．いずれにせよここには，前掲
の二篇に比べて，二つの対立する力の微妙な均衡がある様に思える． しか
も，少女を扱ったリルケの詩には， この均衝を求めるものが一番多いので
ある47.だとすればリルケもまた,Jugendstilの芸術家達の様に，作品中
に対立し合う生の要素をかかえこみながら，その両極間に何らかの均衡を
与えようと努力していると言えるのではないだろうか．勿論この様な微妙
な努力は，現実には破綻せざるを得ない．永遠に少女である事は，現実に
は不毛であるに過ぎないのである．聖域であるべき芸術家村ヴォルプスヴ
ェーデにも，人々の間に意見の対立と行き違いがあり48,永遠であるべき
少女らもやはり成熟していく．その最も端的な象徴は，パウラと○・モー
ダーゾーン(OttoModersohn)の結婚であろう．1902年10月，パウラの
婚約を知った後， リルケはヴォルプスヴェーデを離れベルリーンへ去った．
W・ベンヤミン(WalterBenjamin)は,｢Jugendstilの根本的なモチ
ーフは不妊の崇拝である． 肉体は好んで成熟に先行する形で描かれた｣49
と述べているが， この不妊の崇拝の時代を生きたパウラは，やがて1907年
に産褥熱で急逝するのである．
テーマとも関連してすでに触れてきたが, Jugendstilの装飾世界には
独自の図像学が成り立つ50.従って象徴的な特定のモチーフや場面は，
Jugendstilの標識として使うことも可能であろう．
例えばJ・ヘルマント (JostHermand)は,Jugendstil詩のアンソ
ロジーを編集する際，詩人別ではなく一定のテーマやモチーフ別に構成し
ている5'・ 参考までに表題を列挙すると次の様になる． 「ダンスと‘洸惚，
’
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生の陶酔，大いなるパン神，万象斉-(monistischesVerwobensein),
春の感情，花の曇惑，池と小舟，白鳥，薄明の夢路，息苦しい時，肉体の
驚異，人工の楽園.」いずれにせよJugendstilの芸術は，洗練された技法
を駆使し凝った形式を用いる．それ故，情緒的，時には神秘的ですらある
雰囲気をもった一定の場面ｶﾐ，特定の小道具を伴って頻出する52.D．シ
ュテルンベルガー(DolfSternberger)がメーテルランク(Maeterlinck)
の言葉を借りて述べている様に， その装飾世界は「"魂の朧朧圏“の具体
化｣53とも言えるのである．
勿論「第一詩集』（〃steGediC"e)や『初期詩集』(Djg〃""e"GediC"e)
など， リルケの初期の詩に描かれる場面は， この様な雰囲気と小道具を兼
ね備えている．モチーフのカタログを作る訳にはいかないので，一例とし
て，エックマンも好んでとりあげた白鳥のモチーフを挙げよう．
池の上にきらめく輪をつくり，
白鳥は縁から縁へ泳ぎ渡ってゆく．
やがて，その灰かに光る羽にのせて
月の微光をまつ先に運んでくるだろう，
もう定かに見えぬ岸辺まで． (WA1,163)
白鳥は,Jugendstilにおける最も人気のある動物の一つとして，「数多
くの書物の挿絵の中でその身体を静かにゆすり，あるいは数多くのステン
ド・グラスの中にただようことになる｣54のだが，舞台となる池の方も，
「生そのもの」として， また「生についての全ての理解と知識の源泉」と
して，大いに好まれたモチーフであった55.閉ざされた庭や公園を歌った
リルケの詩にも，たいていの場合この池を見つけることができる．
また，世紀の転換期の分裂した状況にあって，逆にJugendstilが全体
芸術を標傍し，万有との合一，生の根源性の回復を目的の一つとした事も
あって，その実現の一手段としての輪舞や舞踊の場面が好んで取り挙げら
れている．L・フォン・ホフマンに捧げられた小品『戯れ』の中でも，深
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紅の衣裳の若者は，結局白い衣を纒った七人の少女らの輪舞に呑まれてゆ
き56,また『宿命』（耐S沈勿,WA7,52-56)という散文習作には，チャー
ナ(Tjana)というジプシーの少女が官能的な踊りを踊る場面もある．い
ずれの場合も，象徴的な傾向を持つスイスのJugendstilの画家F・ホド
ラー(FerdinandHodler)の絵に典型的な形で見られる様に，少女らの
特徴的な配置や姿態，手や頭の意味ありげな仕草が大きな重要性を持って
いる57． その点では，元来装飾的な「中軸体」 (Mittelachselstil)で印
刷される筈であった『白衣の侯爵夫人』 (Diez"gjBe剛γs伽）の初稿など
も挙げる事ができるであろう58． とくに幕切れの長いト書の部分(WA
5,286f.)では，演技者に所作だけが要求されているのである．ヘルマント
のアンソロジー式に， その他にもリルケの初期作品についてJugendstil
に対応するモチーフやテーマを探す事はできる． しかしその装飾世界は予
想外に多様であり， もしも完全な目録を望めば，収拾がつかなくなる怖れ
がある59.それ故， ここでこの探索の足を止めて， テーマやモチーフに
Jugendstilとの対応関係を探る場合の留意点を確認しておく．一つには，
Jugendstil的と目されるテーマも，他のアプローチを考慮せず内容だけ
を取り挙げれば， ロマン派の遺産を継ぐものとも考えられるという事があ
る． また，独自のものと言われる樹木を始めとする植物的モチーフ，踊る
女，輪舞，池，白烏なども,象徴的な意味もさる事ながら,その形態に対す
る関心が大きな比重を占めている事を見逃す事はできない60．Jugendstil
のモチーフや小道具を， リルケの初期作品に探す事は比較的容易であるが，
ハイエクも述べている様に， 「白烏が一羽いたからといって, Jugendstil
だ， というのは早計である.｣6』従って問題は，関係の下地がある作家の作
品に, Jugendstilの様々な相がどこまで重なってくるか，という事にな
る．
そこで形式面での比較であるが， 多くの研究者は, Jugendstilの基本
的特性として次の二点を挙げている62．1． 鞭の様にしなり，波の様にう
｜
｜
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「ねる線， 2． 奥行を否定した平面性．
まずJugendstilの線であるが，これは「形態の構成を強調」し， 「対
象とその装飾的要素をひとつの有機的存在にまとめあげる」重要な要素で
あり， 「物質を線的リズムの奴隷ともいうべき忠実な量塊」にさえしてし
まう63． かつてミュンヒェン水晶宮で, Jugendstilにおける線の復活を
目撃し，批評を残したリルケも， この線に対する関心は人一倍強かった．
例えば，ヴォルプスヴェーデ時代の日記に記された詩には，夕暮を背景と
する白衣の少女が歌われている．かれには，少女らの存在自体は問題では
ない．素晴らしいのは「頚筋や，髪の毛のかすかな線」である．彼女らは
「ただ輪郭の中に生きている」のだから．
そして夕方，彼女らがかわす言葉さえ一
牧場の花々や孤児の少年たちの前では…，
まったくの輪郭なのだ…64
また， 『形象詩集』の「静けさ」 (DieStille,WA1,379)という詩は，
「聞こえるか，愛する人よ」と繰り返しながら，孤独な者のどんな小さな
身じろぎも，沈黙という媒体の中を波の様に不可視の恋人に伝わる様子を
歌う．律動を伝えるために，原詩の冒頭を挙げる．
H6rstdu,Geliebte,ichhebedieHande-
h6rstdu:esrauscht...
WelcheGebardederEinsamenfande
sichnichtvonvielenDingenbelauscht？
H6rstdu,Geliebte,ichschlieBedieLider,
undauchdasistGerauschbiszudir.
H6rstdu,Geliebte,ichhebesiewieder...
...aberwarumbistdunichthier.
しかし文学において，一体波の様にうねる線とは何であろうか．対象と
形式のレヴエルは区別されねばならない65．機能という点では，モチーフ
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や暗愉として波や線が取り挙げられているのと，何か任意のものが波とな
っているのとは違う．確かに，モチーフと形式が共に第三の同じもの，例
えば有機的な生のうねりを象徴していると考える事もできる．またウェッ
ブの言う様に66,線や波のモチーフがリルケの装飾的な文体を強調してい
るというのも頷ける面がある． しかし， さらにかれが説明している様に，
リルケが波うつ線を「構造的な要素から暗示的な要素へ」意味と機能を変
えて,Jugendstilの造形芸術を意図的に模倣しようとしている，とす
のはいささか飛躍がないだろうか．先に挙げた「静けさ」という詩にして
も，そのダクテュロスの力強い律動と不規則な休止（…， －の部分)，
,,H6rstdu,Geliebte<(の繰り返しも,はたして隠愉以上に,Jugendstilの
蛇行線(Schlangenlinie)との対応関係を言えるかどうか問題であろう67.
もう一つの要素である平面性は，特にJugendstil絵画に顕著な特徴で，
丁度ポスターの様な効果をあげている． これは，ルネッサンス以来のヨー
ロッパ絵画の伝統である｢イリュージョンとしての空間表現｣68との訣別の
はしりであった．すなわち,物を「秩序づける体系」(Ordnungssystem)69
としての空間を捨てたのである．ハイエクは，媒体の異なる芸術の秩序づ
けの体系同士を比較する事から,Jugendstilの平面芸術における奥行(空
間）の否定を，文学における時間の否定もしくは同時性に見ている70． ウ
ェッブもこれを踏襲して，時間の止揚を達成する純粋に言語的手段の特徴
として次の三点を挙げている7'、1． 完了形より現在形，過去形を好む．
2．副詞や副詞句は，主に場所と在り方に関わる．3．本動詞のかわりに，
動名詞や不定詞が頻出する．残念ながら文体論に暗く，手元に資料も無い
ので立ち入って触れる事はできないが， ウェッブの論にはこの点でも議
論の余地を残す様に思う． この様な言語的手段を意識的に用いて，本当に
リルケはJugendstilの平面性の効果を出そうとしているのであろうか．
類似性を指摘するだけならともかく， リルケの作詩の力点がそこまで形式
の模倣におかれているとは思えないのである．勿論リルケは，先述のホフ
J
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マンやフォーゲラーの様なJugendstilの画家達の絵に詩を付けているの
で， この場合など模倣の意図が現われたかも知れない． また，それによっ
てリルケの詩作上の形式面に，無意識にせよこの様な言語的沈澱が見られ
る事は充分考えられる．
いずれにせよ,Jugendstilという視角を導入して横の連絡をつけ大き
な文脈で見れば，形成期にあるリルケも，孤立した現象どころか充分時代
の子として生き生きと蘇ってくるのではないだろうか.すなわち,同じ時代
状況を背景としつつ，かれもJugendstilの包括的な動きの中でこの様式
運動と様々な関係を結んだ結果,明らかにテーマとモチーフをJugendstil
と共通にする若き創造者として浮上して来るのである．勿論パリ時代から
造形芸術においても， ロダン(AugustRodin)やセザンヌ(PaulC6zan-
ne)の存在が大きくなってくるのだから，この様なテーマやモチーフも，
機能や力点の置き処が違って来る事が予想できる72.しかしロダンもまた，
近年Jugendstilの文脈の中で論じられ，リルケの『ロダン論』 (A"gws#
"d")にも，明らかにJugendstilの様々な要素を認める事はできる73.
従ってリルケのロダン，およびセザンヌ理解にとって，ひいてはかれ自身
の芸術の理解にとって，時代との関連をつけるこれらのテーマやモチーフ
の理解は不可欠の前提となるのではないだろうか．
’
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Der frühe Rilke und Jugendstil 
Akito Nishimura 
Im September 1896 verließ der junge Rilke die Eltern in der 
Heimat und kam mit dichterischem Anliegen von der alten böh-
mischen Residenzstadt Prag nach München. Für ihn bedeutete 
das einen Durchbruch aus einer entlegenen Stadt nach ins euro-
päische Zentrum. Denn dort war damals ein geistiges Zentrum 
in Deutschland, wo sich die junge Generation mit neuen künstle-
rischen Tätigkeiten beschäftigte, in denen sich ein Protest gegen 
verfestigte Tradition aussprach. Diese neuen Tendenzen vertrat 
eine einheitliche stilistische Bewegung, die international in allen 
Bereichen der Kunst um die Jahrhundertwende wirksam war: der 
Jugendstil. Und gerade München war die Wiege des Jugendstils. 
Die Münchner Wochenschrift Jugend, die für die Entstehung 
und die Verbreitung des Ausdrucks Jugendstil von entscheidender 
Bedeutung war, war z. B. im selben Jahr 1896 gegründet. In 
diesem Geburtsort des Jugendstils begegnete Rilke nun nächstes 
Jahr seiner Führerin und Freundin fürs Leben, Lou Andreas-
Salome und schloß mit den um sie versammelten Künstlern 
Freundschaft, darunter auch August Endell, der berühmte Archi-
tekt des Jugendstils. Mann kann also sagen, daß Rilke von ihnen 
die Taufe der neuen Kunst bekam. Ferner blieb er in den fol-
genden Jahren auf die Kunst und Künstler des Jugendstils auf-
merksam, bald als verständiger Freund, bald als Miterlebender, 
bald als produktiver Kritiker, obwohl ihn in den Pariser Jahren 
das neue, andere Interesse für die bildende Kunst etwa bei Ce-
zanne, Rodin usw. mehr fesseln sollte. 
Aus diesen Tatsachen sollte die Möglichkeit abgeleitet werden, 
die Beziehung des frühen Rilkes zum Jugendstil unter einigen 
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Aspekten zu untersuchen. Dann wäre erst auch die innere Ent-
wicklung seiner Werke zu erkennen, wenn man die zeitverbun-
denen Eigenschaften seiner frühen Arbeiten nicht übersieht, 
sondern sie genau in die Zeitsituation einordnet. Es fehlt jedoch, 
wie es E. Hajek sorgfältig überprüft, an einer für sich ausrei-
chenden Methode, den sogenannten literarischen Jugendstil fest-
zulegen. Deswegen geht es darum, wie sehr sich die verschiedenen 
Aspekte in den Werken eines Dichters häufen, der in seinen 
historisch realen Beziehungen grundlegend dem Jugendstil 
verbunden ist, etwa in den Freundschaften, der Illustration von 
Texten, dem Umsetzen von Bildern in Dichtung, der Mitarbeit an 
Zeitschriften usw. 
Wenn man also die Entsprechungen zwischen dem frühen 
Rilke und dem Jugendstil prüft in Hinsicht nicht nur auf das 
Thema, sondern auch das Motiv und die Form, so ergibt sich, daß 
zwischen beiden manche Gemeinsamkeiten bestehen. Als Kunst 
mitten im industriellen Zeitalter teilen beide die Themen :Entfrem-
dung von der Wirklichkeit, Dichotomie in allen Bereichen und 
Versuch an ihre Synthese. Und da für den Jugendstil die Ikono-
graphie charakteristisch ist, ist es natürlich, daß sich in Rilkes 
damaligen Werken neben den Themen bestimmte Motive oder 
Szenen finden lassen, wenn man überhaupt von Entsprechungen 
zwischen beiden sprechen kann: das Floreale, Weiher, Schwäne, 
Tanzende und Reigen der Mädchen usw. Aber um mit Hajek zu 
sagen, ein Schwan macht noch keinen Jugendstil, weil man alle 
die Motive, die im Jugendstil gern und häufig verwendet werden, 
ohne weiteres auch ganz anderes als über ihn darstellen kann und 
außerdem auch in ganz anders geartete Text der Romantik nicht 
vergebens nach „Jugendstil" -Elemente suchen würde. Darum 
müßte man die Elemente, die den zwei strukturellen Grundmerk-
malen des Jugendstils entsprechen, in Rilkes frühen Produkten 
suchen : erstens die zweidimensionale Bildfläche und zweitens die 
züngelnde „Schlangenlinie". Es ist aber sehr streitbar, was in der 
Literatur diesen Elementen entspricht. Also könnte man in diesem 
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Zusammenhang noch keine ganz überzeugenden Gemeinsamkeiten 
demonstrieren. 
Von dem Gesichtspunkt des Jugendstils im weiteren Sinne 
jedoch gesehen, der Querverbindungen herstellt und Perspektive 
eröffnet, scheint der sich bildende Rilke alles zu sein, bloß kein 
einsames Phänomen. Wenn er so in der umfassenden Strömung 
des Jugendstils stand, daß er zumindest in Themen und Motiven 
dem Jugendstil nahestand, wäre er eher ein echtes Kind seiner 
Zeit. Ohne diese Themen und Motive zu verstehen, könnte man 
also im Anschluß an den Jugendstil die Kunst etwa des Rodin 
oder Cezanne und damit Rilkes eigene Werke in Pariser Jahren 
nicht verstehen. 
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